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第47回


入院中の緩和ケア患者に対する家族会議は，

家族のアウトカムを改善するか？：


クラスター無作為化試験
Peter Hudson, Afaf Girgis, Kristina Thomas, Jennifer Philip, David C Currow, Geoffrey Mitchell,

Deborah Parker, Danny Liew, Caroline Brand, Brian Le, Juli Moran.　: Do family meetings for

hospitalised palliative care patients improve outcomes and reduce health care costs？ A cluster

randomised trial. Palliat Med. 2021 Jan：35（１）：188-199. DOI：10. 1177/0269216320967282

 




　本稿で取り上げる家族会議（family meetingまたはfamily conference）とは，

治療・ケア目標の明確化，予後の話し合い，心理社会的サポート，退院計画，ケア

プランの作成などを目的に行われる話し合いのことです。日本で通常行われている

ような病状説明とは異なり，患者や家族のニーズに合わせて目的が設定されます。


　医療従事者と家族介護者がオープンに話し合うことは，緩和ケアを提供する上で

必要不可欠であり，家族の心理的なサポートに有効であると考えられています。し

かし，ガイドラインなどの基準に沿って介入されてないことが多く，そのコミュニ

ケーションの質にばらつきがあることが課題になっています。


　本稿で紹介するのは，緩和ケアを受ける患者とその家族を対象に，ガイドライン

に沿った家族会議を実施した結果，家族の心理的苦痛が軽減したという，３施設の

クラスター無作為化試験です。
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　本研究は，2015年２月〜2017年10月の期間にオーストラリアの３つの病院に入院

した，がんや心不全などの難治性疾患を持つ成人患者とその家族介護者297組を対象

に行われました。対照群153人は緩和ケアチームから通常のケアを受け，介入群144

人は通常のケアに加えて家族会議に１回参加しました。


　家族会議は，筆者たちが公表したガイドライン に沿った方法で実施されまし

た。その概要を表1に示します。

 




 

　家族会議の進行役となるファシリテーターは，緩和ケアの臨床経験が豊富な看護

師，医師，ソーシャルワーカー，心理士でした。


　主要評価項目である，General Health Questionnaire (GHQ)は，家族介護者の心

理的苦痛を測定する尺度であり，12項目(０〜36点)で構成されています。また，副次

的評価項目 と し て ，家族の身体的・精神的QOL（ SF-12） ，家族のQOL

（CQOLC），家族が介護することに対してどの程度準備ができているか（心構え）

を測定する尺度（PCS），家族のニーズがどの程度満たされているかを測定する尺

度（FIN）を用いて評価しました。


　データは，介入前，介入２週間後，患者の死亡から２カ月後の３つの時点で収集

されました。通常ケア群（対照群）と介入群における，介入前と介入２週間後，患

者の死亡から２カ月後時点の主要・副次的評価項目の平均値の変化を比較した結果

を表２に示します。

 

１）
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　GHQスコアは，通常ケア群＋0.60［標準偏差4.32］，介入群−1.18［標準偏差

4.90］で，統計学的に有意な差がありました（p＝0.005）。この結果から，通常ケ

ア群では家族介護者の心理的苦痛が悪化したことが示唆され，介入群では苦痛が減

少したことが示唆されました。介護に対する心構え（PCS）は，通常ケア群−0.64

［標準偏差5.07］，介入群＋2.84［標準偏差5.18］で，統計学的に有意な差がありま

した（p＜0.001）。この結果から，家族会議によって，家族介護者の介護に対する

役割の意識が向上したことが示唆されました。


　患者の年齢や病院の違い，患者と同居しているかどうかによって調整した後も，

介入前と介入後２週間時点のGHQとPCSの変化は統計的に有意であり，家族会議の

介入は家族の心理的苦痛の減少と介護に対する心構えの向上に関連していることが

明らかになりました。また，介入前と患者の死亡から２カ月後のGHQスコアの変化

を比較した結果は，統計的に有意ではないものの，介入群の方が家族の心理的苦痛

は減少する傾向がありました（通常ケア群−0.66［標準偏差6.01］，介入群−2.41

［標準偏差5.68］）。今回，家族会議に患者本人が出席したのは57％であり，医療

者の出席率は，医師95％，ソーシャルワーカー86％，看護師72％，作業療法士

34％，理学療法士24％でした。

 

　本研究の結果は，ガイドラインに沿った家族会議の実践が，家族介護者の心理社

会的苦痛のレベルを低下させ，介護の役割に対する心構えを向上させることを示し

ました。ガイドラインに示されている家族会議の介入内容は，すでに自施設で実践

しているものや，これから導入可能なものも多いのではないでしょうか。


　入院後できるだけ早く家族会議を行うことを検討し，リソースが許せば緩和ケア

チームに紹介することは，「早期からの緩和ケア」の概念に沿ったものと言えま

す。本研究で使用したガイドラインを参考に，家族会議の実践内容やその方法を見
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直し，スタッフ間で共有することで，家族介護者のケアにつながるかもしれませ

ん。
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